




12 歳以下の小児 CAPD 患者および生体腎移植後生着し、腎機能が比較的良好に安定してい

る期間の成長を開始時よりの身長の平均 SDS の変化にてみてみると、4 年目までは移植群

のほうが CAPD 群より平均 SDS の減少は少なかったが、5～6 年目ではほぼ同程度になって

いた。しかしシクロスポリンを使用しない従来の免疫抑制群と CAPD とを比較してみると、

2 年目以降 4 年目までは平均 SDS の変化に差はないが、CAPD 療法群では 5～6 年目で平均

SDS の減少はみられなくなっているのに対し、移植群ではさらに減少傾向を示していた。

CAPD 療法もシクロスポリンを使用しない従来の免疫抑制剤による生体腎移植も共に平均

SDS の減少がみられ、成長期の末期腎不全患者にとって充分満足のいく治療法とはいえな

かった。 


